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平成２８年度１１月 定例市長・市政記者懇談会の結果について 

 

日時 平成２８年１１月２日（水）午前１１時００分～１１時４０分 

場所 市役所２階第３委員会室 

出席 市政記者クラブ７社 

 

 

会見内容 

 

１．話題提供(３項目) 

 

１. 釧路市・帯広市・網走市連携 台湾トップセールスについて            

■ 地方創生総合戦略による取り組みの一つとして、釧路のブランド力や広域エリ

アの魅力を生かした旅行市場の活性化を目指し、昨年度から釧路・帯広・網走の

３市が連携して台湾における観光プロモーションや要請活動等を行っていると

ころであります。 

今年は１１月８日から１２日の日程で、帯広市・網走市と共に台湾を訪問し、

航空会社及び旅行会社に対して、観光客誘致に係る要請活動並びにセミナー、商

談会等を実施してまいります。 

 

■ 今回初めて、釧路市からは私、帯広市からは米沢市長、網走市からは水谷市長

によるトップセールスを行うものであり、北海道観光振興機構をはじめとした３

地域の関係団体の皆様にもご参加いただき、台北市、高雄市の各航空会社・旅行

会社等を訪問するものです。 

 

■ ９日に台北市で１１日に高雄市で開催される「観光セミナー＆商談会」では、

ひがし北海道をキーワードに広域観光周遊ルートによる個人旅行者向け旅行商

品等を造ってもらおうと旅行会社に対するＰＲを行い、その様子を現地マスコミ

の皆様に取材・報道してもらおうと思っております。 

 

■ 今回の３地域のトップセールスにより、ひがし北海道への国際チャーター便の

誘致や外国人観光客の誘客促進につなげられるよう、広域で、ひがし北海道とい

う枠組で進めていき、しっかりと取り組んでまいりたいと考えております。 

 

２. 釧路市ふるさと納税における制度の拡充について                 

■ 釧路市へのふるさと納税の促進や、地元特産品等のＰＲ・販売促進、さらに地

域経済の活性化等の相乗効果を図るため、ふるさと納税返礼品の贈呈基準等を見

直し、併せて、返礼品の拡充をすることといたしました。 

 

■ 返礼品贈呈の基準の見直しの中身でありますが、返礼品の贈呈の対象となる寄

附金額の引き下げを行い、これまでは５万円以上をご寄附いただいた方に対して

返礼品を贈呈しておりましたところ、１万円以上のご寄附から贈呈させていただ

くことといたしました。この寄附金額の引き下げと、拡充した返礼品の取り扱い

は、１１月２２日に開始する予定としております。 
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■ また、返礼品の拡充のため、提供事業者の公募を現在行っているところで、事

業者の皆さまからのご提案をいただき、返礼品を充実させていきたいと考えてお

ります。こちらは既に報道依頼させていただいておりますが、公募の受付は、１

１月９日までとなっておりますので、事業者の皆さまからのたくさんのご提案を

お待ちしているところです。 

 

■ これらの基準の見直し等により、釧路市を応援してくれる“釧路ファン”を増

やし、ふるさと納税による寄附金をまちづくりの財源として確立するとともに、

地域への経済効果を高めてまいりたいと考えております。 

 

３. 長期滞在 平成２８年度上半期の実績（速報値）について                

 

■ 今年度上半期における長期滞在の実績は、３８４組５９２名、延べ滞在日数１

４，９５９日で、昨年同時期に比べ、延べ滞在日数で約１．７倍となりました。

また、昨年度の実績２８０組４５５名、延べ滞在日数９，８７１日をすでに上回

る結果となりました。 

 

■ 今年度上半期の特徴の一つ目として、夏の滞在が好調だったことが挙げられま

す。７月から９月の延べ滞在日数は、昨年度の８，１１２日から１３，３３２日

となり、６４％増となります。これは、マンスリーマンションの供給が増えたこ

とにより、滞在が長期化したことが主な要因であると分析しております。 

今年は、８月に台風上陸による悪天候が続いたものの、長期滞在実績に関して

は、数字の中ではその影響を感じさせない結果となりました。 

  二つ目の特徴としては、４月の滞在が大幅に増加していることが挙げられます。

４月の滞在実績は７３組で、昨年の８組から大幅に増加しました。これは、主に

ホテルと旅行代理店が連携し募集した「花粉ゼロツアー」が好評だったものであ

ります。 

 

■ このほか、旅行会社が実施する長期滞在ツアーでは、初めて大漁どんぱくの開

催期間中に実施されるなど、５月末から９月末にかけて１４回実施され、約８８

０名の方がこのツアーで釧路を訪れました。 

   旅行会社に聞きますと、今年度の目標値は昨年度実績の６２７名を超えるとい

うことであるということでしたが、これを４割も上回ったことは大きな成果であ

ったと評価していると伺っており、市といたしましても、涼しい釧路で避暑生活、

花粉ゼロを含め、釧路の魅力が徐々に浸透しつつあるとの手ごたえを感じている

ところであります。 

   

■ これら長期滞在者の方々に、準市民というのでしょうか、市民感覚で過ごして

いただけるよう、新たに一部の公共施設について市民の方々と同等の減免を受け

ることのできる「くしろステイメンバーズカード」を今年度から発行しており、

４１８名の方に利用していただいております。 

 

■ 長期滞在に来ている方々のご意見では、「釧路の涼しさが何よりの御馳走」と高

く評価いただいているところで、平成２３年度から平成２７年度まで道内１位の

滞在実績を示して、今年度も好調に推移しているところです。 
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■ これら長期滞在実績の大幅な増加は、この事業をけん引していただいている「く

しろ長期滞在ビジネス研究会」の不動産関係・ホテル関係をはじめとする会員の

皆さまの取り組みが効果を上げているもので、非常にありがたく思っているとこ

ろです。 

 

■  一方で、課題として滞在の集中する夏季に利用していただける物件が不足して

いる状況であり、この解消に向け、昨年より長期滞在物件として利用する空き部

屋の改修費の２分の１を補助する長期滞在施設整備事業を実施しており、平成２   

７年度は１３件２１戸が整備されております。 

この整備された物件への滞在は、２４組、４５人、延べ滞在日数では１，７１

９日で、昨年度から増加した５，９９９日の約３割ということで、数字に表れて

きています。 

 

■ また、「くしろ長期滞在ビジネス研究会」においても、不動産会社と家具等のレ

ンタル会社との連携により設備投資の負担軽減を図るなど、物件の供給増加に向

けた取り組みを進めており、今後も、さまざまな手法を研究しながら、滞在物件

の不足解消を図ってまいりたいと考えております。 

 

 

２． 質疑要旨 

 

（質問） 

・ 道東３市のトップセールスを行うのは初めてとのことですが、どのような成果

を上げたいのか、また、台湾に注目して取り組んでいる理由についてお聞かせ願

います。 

（市長） 

・ ３市の連携は、昨年、空港連携の枠組からスタートしたものです。北海道の中

で、ひがし北海道の観光面での位置づけを進めていくことが必要だと考えていま

す。今回のことは３人の市長が相談しながら進めているもので、先日も札幌で３

人で揃って相談してきたところです。揃ってやることに意義があると考えており

ます。併せて、観光客の数が一番多いのが台湾であることもあり、今までは台北

を中心にプロモーションしてきましたが、今回は南の高雄市にも焦点を合わせる

こととし、アポイントを取るのはこれからになりますが、台湾の中でも注目され

ている高雄市長にも会いたいと考えております。 

（質問） 

・ トップセールスを行う意義はどのように感じておられますか。 

（市長） 

・ ３人の市長が連携して取り組むということで台湾から高く評価してもらってい

るところです。台湾側からの提案もいただきながら、ひがし北海道の首長が連携

して動くこととしております。 

（質問） 

・ 台湾の魅力はどんなところだと考えていますか。 

（市長） 
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・ 親日的であり、北海道に対して何度もリピーターとして訪れたいと示してくれ

ている地域だと考えております。併せて、台北の経済文化省などもいろいろな活

動をしてくれております。日本と台湾の親善協会や、議員連合、民間の団体も含

め、非常に交流が活発であり、気軽に行き来でき、距離的にもちょうどいいと考

えています。こちらからのアウトバウンド（海外旅行）は少ない状況にあります

が、交流を進めていける非常に魅力的な地域と考えております。 

（質問） 

・ 今回のトップセールスで目指すものは何なのでしょうか。 

（市長） 

・ ひがし北海道の中で観光客が周るようにすることが大事だと思っております。

例えば、釧路空港にチャーター便が入ってきて、その後バスで向かうのは十勝川

温泉という形もあったりします。逆に女満別や帯広空港に着き、釧路に向かうと

いうこともありますので、単独の空港だけで議論を進めていくのはおかしいので

はないかと考えています。ひがし北海道のどの空港に入ってもその後の観光ルー

トをしっかり作っていくことでプラスになるという認識であります。国の観光周

遊ルートの位置付けもいただいているところであり、我々が中心になり､ひがし北

海道をしっかりＰＲしながら、進めていくことが一番大きなポイントになってく

るものと考えております。 

 そして目指すことは、たくさんの観光客の方々に来てもらうということになり

ます。実際、ひがし北海道はインバウンド（訪日外国人の旅行）の面では北海道

全体の平均と比較すると低いという実態も踏まえ、インバウンドもしっかり増や

していきたいと考えております。その中でも現在最も北海道の魅力を感じていた

だいている台湾の方に、ひがし北海道の３市長が連携しＰＲすることで、ひがし

北海道の価値を高めていこうという取り組みです。 

（質問） 

・ 台湾からの北海道への観光は、どちらかというと函館や旭川が先行しているよ

うに思われますが、定期便も飛んでいるような地域と比較して、ひがし北海道は

どのように差別化して観光客を呼び込んでいきたいと考えていますか。 

（市長） 

・ 北海道といっても地域によって気候風土が違い、景色や食文化も全然違います

ので、そこを重視していきたいと考えております。ひがし北海道としては、発信

力が弱いという面がありますので、充実させていきたいと思います。 

（質問） 

・ ロケーションの違いについては、どのように感じておられますか。 

（市長） 

・ 住んでいるとわからないことが多くあり、釧路湿原をはじめとするこの地域の

雄大な自然、景色について、もう一度見直していきたいと思います。併せて、冬

についても、「氷都」という言葉を使うのは、このひがし北海道にふさわしいと思

います。帯広では「氷」ということをキーワードに、映画撮影で台湾の女優さん

たちが来ていたりしています。そして、網走の流氷、阿寒湖の厚さ８０センチの

氷など、地域による気候風土の違いを発信していくことが重要になってくると考
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えております。北海道はどこも似たような雰囲気だよね、という意見が出ている

とも聞いておりますので、我々は違いを打ち出していきたいと考えております。 

（質問） 

・ 今回のトップセールスは、来春、夏の商品を売るのでしょうか。それとも通年

で売り込みに行くのでしょうか。 

（観光振興室職員） 

・ 今シーズン下期と来シーズンの上期の商品です。 

（市長） 

・ 夏には多くの観光客に来てもらっていますが、北海道を売り出すのにふさわし

いのは、本当は秋と冬です。日本の観光はすべて夏休み中心のものになっていて、

飛行機の路線も中部線や伊丹線なども夏だけです。一方で、北海道で一番よい季

節は、実りの秋であると思っております。インバウンドでは例えば十勝やオホー

ツクの農業や釧路の水産など、いろんな部分を差別化して、北海道の強いところ

を売り出すことがこれから重要になります。日本でも休みの取り方も変わってき

ておりますので、そういった意味でも秋冬が大きなポイントになると考えており

ます。 

（質問） 

・ 今回トップセールスには道の観光振興機構の方も行かれるようですが、民間企

業の方の同行もありますか。 

（観光振興室職員） 

・ メンバーは３０名程度で、観光協会やホテル関係、釧路からは河畔開発公社か

らも行きます。 

（質問） 

・ 今回は、物産の商談会など、当地の食材を売るといったところまでは行わない

のですね。 

（観光振興室職員） 

・ 観光素材のご紹介です。 

（質問） 

・ 先ほど市長も言われましたが、いろいろなところでチャーター便の運航がとん

挫している理由は、日本からのアウトバウンドが少ないということかと思います

が、この点についてどのような課題があると思われていますか。 

（市長） 

・ 課題として、どのように進めていくかがネックになっているところです。復興

航空のように、インとアウトが別になったビジネスモデルの形づくりをできたら

いいと思っています。本当は復興航空のような形式がよいのでしょうが、これか

らは個人旅行が主になりますので、その点には対応できていないのが実態です。 

日台親善協会もそうですが、台湾と連携している団体は多く、釧路でも釧路ロ

ータリークラブと台北中央ロータリークラブが友好クラブ提携していたり、ＪＲ

でも連携をとっていたりしています。子どもの交流としてはキッズロケットが交

流していますし、白糠では先住民族の交流なども行っています。これらの交流を

次につなげていければと考えています。 
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（質問） 

・ 航空会社は全社回るのでしょうか。 

（市長） 

・ 全社回る予定です。 

 

（質問） 

・ 長期滞在者について、昨年度の１年間を上回ったということでよろしいですか。 

（交流推進主幹） 

・ 昨年の通年実績を今年上半期時点で上回っております。 

（質問） 

・ 長期滞在が定住につながったケースはありますか。 

（市長） 

・ 物件を買ったケースがわかるくらいで、定住については分かっていません。 

（交流推進主幹） 

・ 物件を買った方が市に情報提供する仕組みもないため、把握しきれていないの

が実態です。長期滞在していた方が市役所を訪れた際に、物件を買って移住を考

えている、といった話を時々伺っているところですが、正確な数は押さえていま

せん。 

 

（質問） 

・ ひがし北海道の３市に台湾から何人くらいの人が来ているのでしょうか。また、

四季を通じて、特に課題とされている秋冬には何人ぐらいの方が来ているかなど

についても教えてください。 

（観光振興室職員） 

・ 後ほどお知らせします。 

（市長） 

・ ２月には春節があるため、台湾からの観光客は多くなっています。また、北海

道の秋は『実りの秋』ということもあり、いい季節なのですが、秋の観光客が少

なくなっております。そこで、秋の季節の訪日観光客を増やすよう、売り出して

いきたいと思います。夏はホテルや飛行機を予約するのが難しい状況であり、一

方で９月から１２月にかけては観光客数が少ないのが実態です。 

今回、長期滞在では、旅行会社と連携し大漁どんぱくの時期にも来ていただき

ましたが、本来は部屋が取れない時期であるため、ホテルの協力があって初めて

実施できたものです。そのような状況の中で夏についてのプロモーションを行っ

ても泊まれる部屋がないため、これからは別の季節を売り出していき、併せてイ

ンバウンドにもとりくんでいきたいと考えています。 

（質問） 

・ 高雄市で開催される商談会には市長もいかれますか。 

（市長） 

・ はい、行きます。台北市、高雄市とも、３人でタッグを組んで行ってきます。 
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（質問） 

・ トップセールスは国内、国外とも今回が初めてですか。 

（市長） 

・ ひがし北海道の３人でどこかに行ってのセールスはこれまでないと思います。

外国人旅行者は、帯広に入って釧路に来る、女満別に入って釧路から帰るなどと

なっている中、どこの空港にどのくらい人が入るのかではなく、空港に入ってか

らどれくらいの人が宿泊するかが大事なことで、宿泊を増やしていくのが重要な

ことです。以前、釧路に復興航空のチャーター機が来た際、お土産を渡しお出迎

えした時に、これからどこに行くのか聞いたところ、向かうのは十勝川温泉とい

うことであり、阿寒には最終日に泊まるということでした。実際、お昼の便で空

港について、まっすぐホテルに行くと午後２時くらいについてしまいます。ホテ

ルには通常のチェックイン時間である午後３時、４時に着くような距離感も大事

であり、途中に何かあるかどうかも重要なことになります。そこで、釧路では復

興航空で来て釧路に宿泊する人には、特典として「しつげん５５パス」を配付し、

丹頂鶴自然公園などに無料で入館できるようにして阿寒や釧路に泊まってもらう

仕組みを作りました。ひがし北海道への観光客が今後も増えていくよう、３市長

によるトップセールスにより、ひがし北海道をＰＲしていきます。 

（質問） 

・ 形式的に団長などは定めていますか。 

（市長） 

・ 定めていません。 

 


